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数値シミュレーションを通じた沿岸域・河川・陸域・湖沼の水環
境に関する研究を行っています。

• 三次元流動・水質モデルを用いて、沿岸域、湖沼の水理現象
への理解を深めるとともに、水質管理施策の効果を評価。

• 太平洋などの外洋域での水の流れが、沿岸域の流動・水質に
及ぼす影響を解析。

• 分布型流出モデルを用いた陸域での水・物質動態の把握と、
沿岸域に流入する負荷量を簡便に算定するための手法の提案。

土木・環境分野、社会基盤

数値シミュレーションによる水環境の統合解析
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• 撥水・親水といった言葉で評価される濡れ現象は幅広い
工学分野で現れる現象であり、特に近年ではナノスケー
ルにおける濡れの動的挙動の制御が求められている。

• 動的な濡れ現象を、分子のシミュレーションで解析する。
その際、マクロの構成則を仮定することなく、分子の振
る舞いに基づくかたちで熱の流れを算出する。

• 動的濡れ現象、特にそれに伴う固体・気体・液体のそれ
ぞれの境界面（界面）および三相の境界線（接触線）近
傍で誘起される熱輸送現象をミクロの熱的観点から調査
する。

半導体製造、撥水親水、ナノ流体デバイス

分子動力学法で紐解く
動的な界面・接触線の熱輸送現象
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